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Ⅰ 調査の概要 

⑴ 調査目的 

  銚子市の人口 60,327 人（2019 年 12 月末日現在）のうち、外国人は 2,244 人で、今後ますま

す地域に外国人が増えることが予想されている。 

銚子市際交流協会では、地域住民同士が円滑に交流し、より充実した生活が送れるような活

動を進めるため、お互いにどのようなニーズや課題があるのかを調査し、相互交流の場の充実や

日本語教室の創設や充実を図るための資料とします。 

 

⑵ 調査対象者 

① 調査票１ 地域住民  

銚子市内に在住、在勤、在学する日本人 

回答数：４３５人 

 

② 調査票２ 事業者 

銚子市内の事業所等において、外国人を雇用している者 

回答数：４９事業所 

  

③ 調査票３ 技能実習生 

技能実習生として銚子市内で働いている者 

回答数：４４６人 

 

④ 調査票４ 在留外国人 

   銚子市内に居住している在留外国人 

    回答数：５５人 

 

⑶ 調査方法と調査期間 

① 調査票１ 地域住民  

市職員や千葉科学大学生、コーディネーター・理事等により知人へ依頼 

 

② 調査票２ 事業者 

農協・水産加工技能実習生受入主体（３団体）、他市内事業者へ趣旨説明の上依頼 

 

③ 調査票３ 技能実習生 

調査票２を依頼した事業者へ外国人従業員の国籍・人数等を確認し、調査を依頼 

 

④ 調査票４ 在留外国人 

   千葉科学大学留学生・留学生別科生、日本語教室参加者や知人へ依頼 
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なお、個人情報の保護のため、在留外国人の住所を知ることができなかったため、今回の調査

では限界があった。 

 

【調査期間】 令和元年９月１日～令和２年１月３１日 

 

⑷ 主な調査項目 

① 地域住民 

・回答者の属性（性別・年齢・居住地） 

・外国人増加への意識について 

・外国人との交流状況について 

・国際交流事業について 

 

② 事業者 

・事業の種別 

・従業員数と外国人従業員数について 

・外国人従業員の日本語教育について 

 

③ 技能実習生 

・回答者の属性（性別・年齢・国籍） 

・日本語能力などについて 

・日本語学習について 

 

④ 在留外国人 

・回答者の属性（性別・年齢・国籍・在留資格） 

・日本での在留期間について 

・日本語能力などについて 

・日本語学習について 

 

⑸ 調査言語 

  日本語（すべての漢字にルビを振る） 

   英語・中国語・ベトナム語・タイ語   

 

⑹ 報告書の表記について 

  数字は小数点以下第 2位で四捨五入した 


